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証券コード 9709
2019年６月５日

株 主 各 位
大阪市中央区城見一丁目３番７号

代表取締役社長 辻 隆 博
第53期定時株主総会招集ご通知

拝啓 平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、当社第53期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席くださいますよ

うご通知申し上げます。
なお、当日ご出席願えない場合は、書面またはインターネットにより議決権を行使することが

できますので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討くださいまして、後述のご案内に
従って2019年６月20日（木曜日）午後５時30分までに議決権を行使してくださいますようお
願い申し上げます。

敬 具
記

１. 日 時 2019年６月21日（金曜日）午前10時
２. 場 所 大阪市中央区城見一丁目３番７号 松下IMPビル16階

当社本社会議室（末尾の株主総会会場ご案内図をご参照ください。）
３. 目 的 事 項
報 告 事 項 1． 第53期（2018年４月１日から2019年３月31日まで）事業報告、連

結計算書類並びに会計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結果報
告の件

2． 第53期（2018年４月１日から2019年３月31日まで）計算書類報告の件
決 議 事 項
第１号議案 取締役６名選任の件
第２号議案 補欠監査役１名選任の件

４．議決権の行使についてのご案内
(1)書面による議決権行使の場合
同封の議決権行使書用紙に賛否をご表示いただき、2019年６月20日（木曜日）午後５時
30分までに到着するようご返送ください。
(2)インターネットによる議決権行使の場合
次頁の【インターネットによる議決権行使のご案内】をご高覧の上、2019年６月20日（木
曜日）午後５時30分までにご行使ください。

以 上
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申し上
げます。
◎本招集ご通知に際して提供すべき書類のうち、「連結計算書類の連結注記表」及び「計算書類の個別注記表」
につきましては、法令及び当社定款第15条の規定に基づき、インターネット上の当社ウェブサイト
（https://ncsa.jp/ir/shareholder.html）に掲載しておりますので、本招集ご通知の添付書類には記載してお
りません。
なお、本招集ご通知の添付書類に記載しております連結計算書類及び計算書類は、会計監査人及び監査役が会
計監査報告及び監査報告の作成に際して監査した連結計算書類及び計算書類の一部であります。
◎株主総会参考書類並びに事業報告、計算書類及び連結計算書類に修正が生じた場合は、上記当社ウェブサイト
に掲載させていただきます。
◎本総会の決議のご報告は、上記当社ウェブサイトに掲載する方法によりお知らせする予定です。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

【インターネットによる議決権行使のご案内】
インターネットにより議決権を行使される場合は、あらかじめ次の事項をご了承いただきます
ようお願い申し上げます。

１．議決権行使ウェブサイトについて
インターネットによる議決権行使は、当社の指定する以下の議決権行使ウェブサイトをご利
用いただくことによってのみ可能です。
(1)パソコン及び携帯電話をご利用の方
下記アドレスにアクセスしていただき、同封の議決権行使書用紙に表示された「議決権行使
コード」及び「パスワード」をご利用になり、画面の案内に従って賛否をご入力ください。
議決権行使ウェブサイトアドレス https://www.web54.net
※バーコード読取機能付の携帯電話を利用して右の「ＱＲコード®」を読み
取り、議決権行使サイトに接続することも可能です。なお、操作方法の
詳細についてはお手持ちの携帯電話の取扱説明書をご確認ください。
（ＱＲコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。）

(2)スマートフォンをご利用の方
同封の議決権行使書用紙に記載された「スマートフォン用議決権行使ウェブサイトログイン
ＱＲコード」を読み取りいただくことにより、「議決権行使コード」及び「パスワード」が入
力不要のスマートフォン用議決権行使ウェブサイトから議決権を行使できます。
なお、一度議決権を行使した後で行使内容を変更される場合には、再度ＱＲコードを読み取

り、議決権行使書用紙に記載の「議決権行使コード」及び「パスワード」を入力いただく必要
があります。
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２．議決権行使のお取扱いについて
(1)議決権の行使期限は、2019年６月20日（木曜日）午後５時30分までとなっておりますの
で、お早めの行使をお願いいたします。

(2)書面とインターネットにより、二重に議決権を行使された場合は、インターネットによる
ものを有効な議決権行使としてお取扱いいたします。また、インターネットによって複数
回数またはパソコン・スマートフォン・携帯電話で重複して議決権を行使された場合は、
最後に行われたものを有効な議決権行使としてお取扱いいたします。

(3)議決権行使ウェブサイトをご利用いただく際のプロバイダ及び通信事業者の料金（接続料
金等）は、株主様のご負担となります。

(4)パソコンやスマートフォン、携帯電話のご利用環境等によっては、議決権行使ウェブサイ
トがご利用できない場合があります。

３．パスワード及び議決権行使コードのお取扱いについて
(1)パスワードは、ご投票される方が株主様ご本人であることを確認するための重要な情報で
す。印鑑や暗証番号同様、大切にお取扱いください。

(2)パスワードは一定回数以上間違えると使用できなくなります。パスワードの再発行をご希
望の場合は、画面の案内に従ってお手続きください。

(3)議決権行使書用紙に記載されている議決権行使コードは、本総会に限り有効です。
４．パソコン等の操作方法に関するお問い合わせ先について
(1)本サイトでの議決権行使に関するパソコン等の操作方法がご不明な場合は、下記にお問い
合わせください。
　 三井住友信託銀行 証券代行ウェブサポート 専用ダイヤル
　 ［電話］ 0120-652-031 （受付時間 9:00～21:00）
(2)その他のご照会は、以下の問い合わせ先にお願いいたします。
①証券会社に口座をお持ちの株主様
証券会社に口座をお持ちの株主様は、お取引の証券会社あてお問い合わせください。
②証券会社に口座のない株主様（特別口座をお持ちの株主様）
三井住友信託銀行 証券代行事務センター

　 ［電話］ 0120-782-031 （受付時間 9:00～17:00 土日休日を除く）
以 上
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株主総会参考書類
第１号議案 取締役６名選任の件
本総会終結の時をもって取締役全員（８名）が任期満了となりますので、経営体制の効率
化のために２名減員し、取締役６名の選任をお願いするものであります。
取締役候補者は、社外取締役２名、社外監査役１名を含む５名の委員で構成される指名・
報酬委員会で審議したうえで、取締役会において決定したものであります。

候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する当

社株式の数

１

再任
松
まつ
木
き
謙
けん
吾
ご

（1951年12月10日生）

1994年１月 当社入社
1996年４月 当社事業企画推進本部長
1997年６月 当社取締役事業企画推進本部長
2000年６月 当社常務取締役
2004年５月 当社代表取締役専務
2005年４月 当社代表取締役社長
2018年４月 当社代表取締役会長

（現在に至る）

161,415株

取締役候補者とした理由
松木謙吾氏は、長年代表取締役社長として、また2018年４月からは代表取締役会長として当社グループの経営

を指揮してまいりました。各取締役と建設的な議論や意見を交わし取締役会の機能強化に努めてきた豊富な経験と
実績を当社の持続的な企業価値向上に活かすため、引き続き取締役候補者といたしました。

２

再任
辻
つじ

隆
たか
博
ひろ

（1960年６月６日生）

1983年４月 当社入社
2009年４月 当社ソリューション事業本部営業事業部長
2010年４月 当社執行役員第三事業本部ソリューション

営業事業部長
2011年４月 当社執行役員第三事業本部第一ソリューシ

ョン事業部長
2012年４月 当社執行役員第二事業本部第一ソリューシ

ョン事業部長
2014年４月 当社執行役員第二事業本部長
2014年６月 当社取締役執行役員第二事業本部長
2015年４月 当社取締役執行役員常務エンタープライズ

事業本部長
2015年６月 当社執行役員常務エンタープライズ事業本

部長
2017年４月 当社執行役員常務エンタープライズ事業本

部管掌
2017年６月 当社取締役執行役員常務エンタープライズ

事業本部管掌
2018年４月 当社代表取締役社長

（現在に至る）

21,075株

取締役候補者とした理由
辻隆博氏は、民需系システムの事業部門で事業本部長、管掌を歴任し、2018年４月からは代表取締役社長とし

てお客様目線を基本としながらリーダーシップを発揮し、業容拡大に貢献してまいりました。豊富な経験と実績を
当社の持続的な企業価値向上に活かすため、引き続き取締役候補者といたしました。
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候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する当

社株式の数

３

再任
山
やま
口
ぐち
満
みつ
之
ゆき

（1955年４月10日生）

1979年４月 当社入社
2006年４月 当社ソリューション事業本部営業事業部長
2009年４月 当社執行役員名古屋支社長
2011年４月 当社執行役員第三事業本部長
2011年６月 当社取締役執行役員第三事業本部長
2012年４月 当社取締役執行役員第二事業本部長
2014年４月 当社取締役執行役員常務統合推進担当
2014年８月 当社取締役執行役員常務第三事業本部管掌
2015年４月 当社取締役執行役員常務テクノロジー・サ

ービス事業本部管掌
2016年４月 当社取締役執行役員常務管理本部長
2017年４月 当社取締役執行役員専務管理本部長
2019年４月 当社取締役執行役員専務ＣＨＲＯ（チーフ

ヒューマンリソースオフィサー）
（現在に至る）

64,040株

取締役候補者とした理由
山口満之氏は、システム事業及び管理部門を担当し、当社グループシナジーの創出に貢献するなど取締役として

の職責を果たし、現在はＣＨＲＯとして当社グループの人事戦略を担当しております。豊富な経験と企業経営に関
する幅広い見識を当社の持続的な企業価値向上に活かすため、引き続き取締役候補者といたしました。

４

再任
河
かわ
上
かみ

正
ただし

（1962年７月19日生）

1994年８月 ㈱アクセス入社
2003年６月 同社取締役
2004年12月 同社常務取締役
2007年６月 同社取締役辞任
2010年７月 同社執行役員
2013年６月 同社取締役
2014年８月 当社取締役執行役員第三事業本部長
2015年４月 当社取締役執行役員常務ファイナンシャル

事業本部長
2015年６月 当社執行役員常務ファイナンシャル事業本

部長
2018年４月 当社執行役員常務ファイナンシャル・サー

ビス事業本部管掌
2018年６月 当社取締役執行役員常務ファイナンシャ

ル・サービス事業本部管掌
2019年４月 当社取締役執行役員常務ＣＭＯ（チーフマ

ーケティングオフィサー）
（現在に至る）

35,258株

取締役候補者とした理由
河上正氏は、金融系システムの事業部門において事業本部長、管掌を歴任し、現在はＣＭＯとして当社グループ

のマーケティング戦略を担当しております。豊富な経験を当社の持続的な企業価値向上に活かすため、引き続き取
締役候補者といたしました。
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候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する当

社株式の数

５

再任 　社外 　独立
重
しげ
松
まつ
孝
たか
司
し

（1948年10月26日生）

1971年９月 昭和監査法人（現 ＥＹ新日本有限責任監
査法人）入社

1981年７月 公認会計士登録
1995年６月 太田昭和監査法人（現 ＥＹ新日本有限責

任監査法人）代表社員
2007年７月 新日本監査法人（現 ＥＹ新日本有限責任

監査法人）常任理事
2009年９月 重松公認会計士事務所開設 代表

（現在に至る）
2010年６月 ㈱アクセス社外監査役
2012年７月 大阪市公正職務審査委員会委員
2013年６月 ワタベウェディング㈱社外監査役

（現在に至る）
2014年６月 当社社外取締役

（現在に至る）
［重要な兼職の状況］
重松公認会計士事務所 代表
ワタベウェディング㈱社外監査役

6,875株

社外取締役候補者とした理由
重松孝司氏は、長年にわたる公認会計士としての企業監査業務の経験や見識を活かし、現在、当社社外取締役と

して業務執行に対する監督等、適切な役割を果たしていることから、引き続き社外取締役候補者といたしました。
なお、同氏は、直接企業経営に関与された経験はありませんが、上記の理由により、社外取締役としての職務を適
切に遂行いただけるものと判断しております。また、同氏の当社社外取締役の在任期間は本総会終結の時をもって
５年となります。
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候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する当

社株式の数

６

再任 　社外 　独立
大
おお
森
もり

京
きょう

太
た

（1948年３月14日生）

1972年４月 ㈱三菱銀行入行
2003年５月 ㈱東京三菱銀行常務取締役
2007年10月 ㈱三菱東京ＵＦＪ銀行専務執行役員
2008年６月 ㈱三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ取

締役副社長
2010年10月 同社取締役
2010年12月 ㈱三菱総合研究所代表取締役社長
2011年７月 三菱総研ＤＣＳ㈱取締役会長
2015年６月 当社社外取締役

（現在に至る）
2016年12月 ㈱三菱総合研究所代表取締役会長
2017年12月 ㈱三菱総合研究所取締役会長

（現在に至る）
2017年12月 三菱総研ＤＣＳ㈱取締役
2018年６月 ㈱アイネス社外取締役

（現在に至る）
［重要な兼職の状況］
㈱三菱総合研究所取締役会長
㈱アイネス社外取締役

0株

社外取締役候補者とした理由
大森京太氏は長年の銀行及びシンクタンクにおける経営経験や見識を活かし、現在、当社社外取締役として業務

執行に対する監督等、適切な役割を果たしていることから、引き続き社外取締役候補者といたしました。なお、同
氏の当社社外取締役の在任期間は本総会終結の時をもって４年となります。

（注）１．重松孝司氏及び大森京太氏は、社外取締役候補者であります。
２．大森京太氏は、株式会社三菱総合研究所の取締役会長及び株式会社アイネスの社外取締役を兼務して
おり、ＩＴサービスに関する事業において競業関係にあります。また、その他の候補者と当社との間
には特別の利害関係はありません。

３．重松孝司氏は、2011年４月から2015年６月まで、当社の子会社である株式会社ファインバスの監査
役でありました。

４．重松孝司氏及び大森京太氏は、東京証券取引所が定める独立役員の要件を満たしており、独立役員と
して届け出ております。両氏の選任が承認された場合、引き続き独立役員となる予定であります。

５．当社は、重松孝司氏及び大森京太氏との間で、会社法第423条第１項に定める賠償責任を限定する契
約を締結しており、両氏の選任が承認された場合、当社は両氏との間の上記責任限定契約を継続する
予定であります。なお、当該契約に基づく賠償責任限度額は、法令が定める最低責任限度額でありま
す。
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第２号議案 補欠監査役１名選任の件
法令に定める監査役の員数を欠くことになる場合に備え、予め補欠監査役１名の選任をお
願いするものであります。
なお、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。
補欠監査役候補者は次のとおりであります。
氏 名

（生 年 月 日） 略歴、地位及び重要な兼職の状況 所有する当
社株式の数

里
さと
井
い
義
よし
昇
のり

（1962年12月10日生）

1996年４月 弁護士登録（大阪弁護士会）
1996年４月 髙木茂太市法律事務所入所
2006年２月 象印マホービン㈱社外監査役
2015年６月 当社社外監査役
2015年６月 東洋紡㈱社外監査役
2016年12月 やさか法律事務所入所

（現在に至る）
［重要な兼職の状況］
やさか法律事務所弁護士

5,000株

補欠の社外監査役候補者とした理由
里井義昇氏は弁護士として、企業法務及びコンプライアンスに関する専門的知見並びに経営に関する見識を有しているこ

とから、当社の監査に反映できるものと判断し、補欠の社外監査役候補者といたしました。なお、同氏は2015年６月から
2016年６月まで当社社外監査役を務め、当社の事業内容及び監査体制などについても十分な知見を有しているため、法令
に定める監査役の員数を欠くことになった場合においても、適切に職務を遂行いただけるものと判断しております。同氏は、
直接企業経営に関与された経験はありませんが、上記の理由により、社外監査役としての職務を適切に遂行いただけるもの
と判断しております。

（注）１．里井義昇氏は、補欠の社外監査役候補者であります。
２．里井義昇氏と当社は、法律顧問契約を締結しております。
３．里井義昇氏が監査役に就任した場合、当社は同氏との間で、会社法第423条第１項に定める賠償責任
を限定する契約を締結する予定であり、当該契約に基づく賠償責任限度額は、法令が定める最低責任
限度額であります。

以 上
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添付書類

事 業 報 告
（2018

2019
年
年
４
３
月
月
１
31
日から
日まで）

１．企業集団の現況に関する事項
（１）事業の経過及びその成果

当連結会計年度におけるわが国の経済は、海外経済の動向と政策に関する不確実性や金融
資本市場の変動の影響が懸念されるなか、企業収益は改善し、雇用・所得環境にも改善が見
られるなど、緩やかな回復が続きました。
当社グループが属する情報サービス産業におきましては、企業収益の改善にともない、顧

客企業におけるIT投資需要は引き続き堅調に推移いたしました。AI、IoT、ビッグデータ、
ブロックチェーン等の技術を利用する新しい製品、サービス、ビジネスモデルで競争上の優
位性を確立する「DX（デジタルトランスフォーメーション）」への取り組みや、RPA（ロボ
ティックプロセスオートメーション）、テレワークといった「働き方改革」の実現に向けた
IT活用など、ITの積極活用による経営戦略実現を目指す企業のIT投資動向は強まりを見せて
おり、今後もIT投資需要は拡大していくものと予想されております。
このような環境のもと、当社グループは、主力ソリューションによる「トップライン（売

上）の拡大」を積極的に推進し、一方で、プロジェクト損失を最小限に抑えるべく、PMO
（プロジェクトマネジメントオフィス）の体制強化及び不採算プロジェクトの発生防止に努
めました。また、ソフトウエア開発における部品化・再利用をはじめとする開発作業の効率
化や、人事評価制度の運用における管理工数の削減といった社内業務プロセスの簡素化によ
るコスト削減など、収益構造の改善に取り組みました。
ホテルシステム事業につきましては、インバウンド旅行者の増加を背景とした新設ホテル
の開業が続くなか、積極的な受注活動を推進し、売上、利益ともに引き続き堅調に推移いた
しました。自社開発製品である金融業向け個人信用情報接続ソリューション「Ccms（シー
シーエムエス）」、システムの可視化ソリューション「REVERSE PLANET（リバースプラネ
ット）」につきましては、既存顧客の深耕や同業他社とのアライアンス強化による導入ユー
ザー数の拡大に努めました。また、製造業向け生産管理システム「Factory-ONE電脳工場」
をはじめとした他社製パッケージの導入・カスタマイズ案件につきましては、旺盛な需要に
支えられ受注が堅調に推移いたしました。
大手SIerからの受託開発事業につきましては、かねてより官公庁をはじめとした得意分野
への集中による採算性の向上を推進しておりますが、当期におきましては、金融分野の大型
案件への参画にともない売上、利益ともに堅調に推移いたしました。
AI事業につきましては、「IBM Watson Explorer」を利用した業務イノベーション支援

サービスの受注活動に注力し、試行導入（PoC、概念実証）から本格導入へと進むユーザー
の獲得が進み、売上が伸長いたしました。地理空間情報ソフトウエア製品群「Luciad」の販
売につきましては、官公庁向けの案件を獲得し、売上増、利益増に寄与いたしました。
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加えて、当社子会社の株式会社フューチャー・コミュニケーションズにて運営しているコ
ールセンター事業につきましては、電力・ガス小売自由化にともない増加している料金関係
業務を集中的に実施するため、電力会社から委託を受け開設した新事務所の運営がスタート
するなど、売上面、利益面ともに大きく貢献いたしました。
この結果、当連結会計年度の売上高は前期に比べ16億64百万円（8.9％）増収の204億
57百万円となりました。利益面につきましては、前期に計上したシステム開発事業におけ
る一過性損失によるマイナス影響が解消されたことに加え、増収による売上総利益の増加及
び一般管理費抑制による利益率改善により、営業利益は前期に比べ６億６百万円改善の６億
88百万円、経常利益は前期に比べ６億５百万円改善の７億91百万円、親会社株主に帰属す
る当期純利益は前期に比べ16億85百万円改善の５億73百万円となりました。

（２）対処すべき課題
今後のわが国の経済は、このところ輸出や生産の一部に弱さも見られますが、雇用・所得
環境の改善が続くなかで、緩やかな回復が続くものと予想されます。しかしながら、通商問
題の動向が世界経済に与える影響や、中国経済の先行き、金融資本市場の変動の影響など、
海外情勢をめぐる不確実性は強く、これらの動向によっては、わが国の経済に悪影響を及ぼ
すおそれがあります。
情報サービス産業におきましては、企業収益の改善にともない、引き続きIT投資需要は堅
調に推移していくものと予想されております。一方、業界において技術者不足が常態化して
おり、優秀な人材の確保が大きな課題となっております。
このような環境のもと、当社グループは、引き続き「主力ソリューションの商品力強化」

及び「営業力の強化」を両輪とした「トップライン（売上）の拡大」を基本方針とし、持続
的な成長に向けて、以下の施策を実施してまいります。
・他社との差別化を図るため、主力ソリューションの品ぞろえを増やすとともに、商品
力強化のための投資を積極的に行います。
・PMO（プロジェクトマネジメントオフィス）の活動をより一層有効なものとするた
め、解決すべき課題を開発現場との間で共有し、開発現場に寄り添い、共に問題解決
にあたることで、品質向上とプロジェクト損失の抑制を図ります。
・会議体の構成をよりシンプルなものへと見直し、経営の意思決定とその執行スピード
のさらなる向上を図ります。
・全ての社員がより長く活き活きと働ける会社となるために、人事制度改革と働き方改
革を進め、社員が働きやすくなるような環境改善に取り組みます。
・人材の不足及び高齢化への対応として、必要とされるスキルを身につけるためのプロ
グラム再教育（NCS&A版リカレント教育）を実施いたします。
・NCS&Aグループ各社の事業シナジーの追求、コスト構造改革を進め、グループ経営
の総合力を高めます。

株主の皆様におかれましては、今後とも引き続きご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申
し上げます。
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（３）設備投資及び資金調達の状況
当連結会計年度に実施いたしました設備投資の総額は２億24百万円であります。その内
訳は、有形固定資産の取得が89百万円、無形固定資産の取得が１億34百万円であります。
なお、所要資金は、主に自己資金を充当しております。

（４）財産及び損益の状況の推移
区 分 第50期

(2016年３月期)
第51期

(2017年３月期)
第52期

(2018年３月期)
第53期

(2019年３月期)
売 上 高 (百万円) 18,712 18,599 18,792 20,457
経 常 利 益 (百万円) 137 285 185 791
親会社株主に帰属
する当期純利益 (百万円) 132 273 △1,112 573

１株当たり当期純利益（円) 6.20 13.96 △60.34 31.13
総 資 産 合 計 (百万円) 17,228 16,305 14,884 16,550
純 資 産 合 計 (百万円) 10,351 9,884 8,568 8,583
（注）１．△印は、親会社株主に帰属する当期純損失及び１株当たり当期純損失を示しております。

２．１株当たり当期純利益又は当期純損失は、期中平均発行済株式数（自己株式を控除して算出）により
算出しております。

３．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第53
期の期首から適用しており、第52期に係る経営指標等については、当該会計基準等を遡って適用した
後の指標等となっております。

（５）重要な子会社の状況
会 社 名 資 本 金 議決権比率 主 要 な 事 業 内 容

エ ブ リ ㈱ 80 百万円 100％
コンピュータ機器保守
施設工事・消耗品販売
システム運用支援

ＮＣＳサポート＆サービス㈱ 10 百万円 100％
システム開発サービス
事務支援サービス
運用支援サービス

㈱フューチャー・コミュニケーションズ 36 百万円 100％
コールセンター
人材サービス
アウトソーシング

㈱ テ ク ノ イ ン フ ィ ニ タ ス 75 百万円 100％ システム開発サービス
運用管理・運用支援・保守

恩 愛 軟 件 ( 上 海 ) 有 限 公 司 430 百万円 100％ コンピュータソフトウエアの開発

（注） 2018年10月１日付で㈱テクノインフィニタスの全株式を取得し、子会社といたしました。
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（６）主要な事業内容
当社グループは、情報システムの構築を中心に、システムの設計・開発から運用支援・保

守までの一貫した総合情報サービスの業務を行っております。
① システム開発
当社グループは、顧客からのシステムの設計及びソフトウエアの開発を受託し開発を行
うとともに、パッケージソフトウエアのカストマイズを行い、ソリューションを中心とし
た販売を行っております。
② サービス
当社グループは、コンピュータ機器の保守を行うハードウエア保守サービス及び企業の
コンピュータシステムに対する全般的な支援サービスを行うシステムサポートサービスを
中心にサービス業務を行っております。
③ システム機器等販売
当社グループは、コンピュータ機器及び周辺機器、自社開発パッケージソフトウエア、

他社開発パッケージソフトウエアの販売を行っております。

（７）主要な拠点等
会 社 名 主 要 拠 点

Ｎ Ｃ Ｓ ＆ Ａ ㈱
（本 社）
（東 京 本 社）
（名 古 屋 支 社）

大阪市中央区
東京都江東区
名古屋市中村区

エ ブ リ ㈱ （本 社） 大阪市城東区
Ｎ Ｃ Ｓ サ ポ ー ト ＆ サ ー ビ ス ㈱ （本 社） 大阪市中央区
㈱フューチャー・コミュニケーションズ （本 社） 大阪市中央区
㈱ テ ク ノ イ ン フ ィ ニ タ ス （本 社） 東京都港区
恩 愛 軟 件 ( 上 海 ) 有 限 公 司 （本 社） 中国上海市

（８）使用人の状況
職 種 別 の 名 称 使 用 人 数

営 業 職 103名
技 術 職 1,087名
総 括 職 ・ 事 務 職 174名

合 計 1,364名
（注） 使用人数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへ

の出向者を含む就業人員数であります。
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（９）主要な借入先
借 入 先 借 入 金 残 高

株 式 会 社 り そ な 銀 行 43百万円
株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 11百万円

（10）その他企業集団の現況に関する重要な事項
該当事項で重要なものはありません。

２．会社の株式に関する事項
（１）発行可能株式総数 ： 60,000,000株
（２）発行済株式の総数 ： 20,000,000株
（３）株 主 数 ： 2,424名
（４）大 株 主の状況 （上位10名）

株 主 名 持 株 数 持株比率
株 式 会 社 Ｚ Ｅ Ｎ 1,851 千株 10.04 ％
日 本 電 気 株 式 会 社 1,605 千株 8.71 ％
明 治 安 田 生 命 保 険 相 互 会 社 1,061 千株 5.76 ％
丸 山 幸 男 994 千株 5.39 ％
Ｎ Ｃ Ｓ ＆ Ａ 従 業 員 持 株 会 692 千株 3.75 ％
株 式 会 社 日 本 信 用 情 報 機 構 530 千株 2.88 ％
小 路 口 謙 治 425 千株 2.31 ％
株 式 会 社 ク リ ナ ム 398 千株 2.16 ％
ア イ ・ シ ス テ ム 株 式 会 社 398 千株 2.16 ％
梶 川 融 397 千株 2.15 ％

（注） 当社は自己株式1,572,061株を保有しておりますが、上記の大株主からは除いております。（持株比率は
自己株式を控除して計算しております。）
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３．会社役員に関する事項
（１）取締役及び監査役の氏名等
地 位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況

代表取締役会長 松 木 謙 吾

代表取締役社長 辻 隆 博

取 締 役 山 口 満 之 執行役員専務 管理本部長

取 締 役 小路口 謙 治 執行役員常務 エンタープライズ事業本部管掌

取 締 役 石 原 清 和 執行役員常務 パブリック事業本部管掌

取 締 役 河 上 正 執行役員常務 ファイナンシャル・サービス事業本部管掌

取 締 役 重 松 孝 司 公認会計士 （重松公認会計士事務所 代表）
ワタベウェディング株式会社 社外監査役

取 締 役 大 森 京 太 株式会社三菱総合研究所 取締役会長
株式会社アイネス 社外取締役

常 勤 監 査 役 山 下 政 司

監 査 役 大 西 寛 文 公認会計士

監 査 役 吉 川 興 治 馬場法律事務所 弁護士
日本金銭機械株式会社 社外取締役

（注）１．重松孝司及び大森京太は、会社法第２条第15号に定める社外取締役であります。
２．大西寛文及び吉川興治は、会社法第２条第16号に定める社外監査役であります。
３．当社は、取締役重松孝司、取締役大森京太、監査役大西寛文及び監査役吉川興治を東京証券取引所が
定める独立役員として届け出ております。

４．当期中の取締役の異動は次のとおりであります。
・2018年６月22日開催の第52期定時株主総会において、河上正が新たに取締役に選任され、就任い
たしました。
・2018年６月22日開催の第52期定時株主総会終結の時をもって、高原宏和は任期満了により、取締
役を退任いたしました。

５．大西寛文は、公認会計士であり、財務及び会計に関する相当程度の知見を有しております。

（２）責任限定契約の内容の概要
当社と社外取締役及び社外監査役は、会社法第423条第１項に定める賠償責任を限定する
契約を締結しており、当該契約に基づく賠償責任限度額は、法令の定める最低責任限度額と
しております。
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（３）取締役及び監査役の報酬等の額
区 分 人 数 報酬等の額 摘 要

取 締 役 ９名 221,085千円 うち社外取締役２名 9,600千円

監 査 役 ３名 25,100千円 うち社外監査役２名 7,200千円

計 １２名 246,185千円
（注）１．取締役の報酬限度額は、2006年６月29日開催の第40期定時株主総会において年額240百万円以内

（ただし、使用人部分給与は含まない）と決議いただいております。
２．監査役の報酬限度額は、2006年６月29日開催の第40期定時株主総会において年額36百万円以内と

決議いただいております。
３．上記報酬等の額には、当事業年度に係る役員賞与引当金繰入額54,500千円（取締役６名に対して
51,900千円、監査役１名に対して2,600千円）を含んでおります。

４．上記人数及び報酬等の額には、当期中に退任した取締役１名を含んでおります。
５．取締役の報酬額には、使用人兼務取締役の使用人部分給与は含まれておりません。

（４）社外役員に関する事項
①重要な兼職先と当社との関係
・社外取締役重松孝司は、重松公認会計士事務所の代表及びワタベウェディング株式会社
の社外監査役を兼職しており、当社と同事務所及び同社との間に重要な取引関係はあり
ません。
・社外取締役大森京太は、株式会社三菱総合研究所の取締役会長及び株式会社アイネスの
社外取締役を兼職しております。当社と株式会社アイネスの間に重要な取引関係はあり
ません。また当社と株式会社三菱総合研究所との間に取引がありますが、取引金額は当
社連結売上高の１％未満であります。
・社外監査役吉川興治は、馬場法律事務所の弁護士及び日本金銭機械株式会社の社外取締
役を兼職しております。当社と馬場法律事務所の間に重要な取引関係はありません。ま
た当社と日本金銭機械株式会社との間に取引がありますが、取引金額は当社連結売上高
の１％未満であります。
②主な活動状況
・社外取締役重松孝司は、当期に開催された取締役会12回すべてに出席し、公認会計士
としての経験や見識を活かして、議案・審議について必要な意見を述べております。
・社外取締役大森京太は、当期に開催された取締役会12回のうち10回に出席し、銀行及
びシンクタンクにおける経営経験を活かして、議案・審議について必要な意見を述べて
おります。
・社外監査役大西寛文は、当期に開催された取締役会12回、監査役会11回すべてに出席
し、公認会計士としての企業会計における見識を活かして、適宜質問、助言、意見を述
べております。
・社外監査役吉川興治は、当期に開催された取締役会12回、監査役会11回すべてに出席
し、弁護士としての企業法務における見識を活かして、適宜質問、助言、意見を述べて
おります。
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４．会計監査人の状況
（１）会計監査人の名称

有限責任監査法人トーマツ

（２）当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
①公認会計士法（昭和23年法律第103号）第２条第１項の業務に係る報酬等の額

31,000千円
②当社及び当社子会社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計金額

32,000千円
（注）１．監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、前期の監査実績の評価・分析、会計監査の職務

遂行状況並びに報酬見積の算出根拠の相当性について必要な検証を行ったうえ、会計監査人
の報酬等の額について同意を行っております。

２．当社と会計監査人との監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監
査の監査報酬額を明確に区分することができないため、上記の金額には合計金額を記載して
います。

（３）非監査業務の内容
当社は、会計監査人に対して、公認会計士法第２条第１項の業務以外の業務（非監査業
務）である「新収益認識基準導入に係るコンサルティング業務」を委託しております。

（４）会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場
合に、株主総会に提出する会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定します。
また、監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号のいずれかに該当すると認め
られる場合に、監査役全員の同意に基づき監査役会が会計監査人を解任いたします。この場
合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集される株主総会において、会計監査人
を解任した旨と解任の理由を報告いたします。
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５．会社の体制及び方針
（１）業務の適正を確保するための体制
１．取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
①役員及び全社員が共有する行動の指針として「コンプライアンス基本方針」及び「行動
規範」を制定し、その周知徹底を図ることにより、法令遵守、企業理念の向上に努め
る。
②「コンプライアンス実施統括責任者」として担当取締役を任命し、コンプライアンスに
関する諸問題を統括する。また各部門に「コンプライアンス実施責任者」を置き、各々
の部門におけるコンプライアンスの方針展開、指導及び危機管理の責任を負う。

③コンプライアンスリスクに関する審議機関として「コンプライアンス委員会」を設置す
る。
④当社グループの全社員が利用できる内部通報窓口を設置する。
⑤反社会的勢力に対しては、いかなる関係も拒絶し、警察や弁護士等と連携し断固とした
姿勢で臨む。

２．取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
①全社的な重要事項についての検討、決定にあたっては、代表取締役社長を議長とする経
営会議において議論を行い、その審議を経て取締役会にて意思決定を行う。

②執行役員制度の導入により、業務執行の責任明確化と迅速化を図るとともに、取締役会
は執行役員の任命及び業務執行状況の監督を行う。
③日常の職務執行に際しては、職務権限規程、業務分掌規程等に基づき権限の委譲を行
い、各部門の責任者が適正かつ効率的に執行する。

３．取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
株主総会、取締役会等重要な会議の議事録及び関連資料並びに稟議書は、当社社内規
程及びそれに関する各管理マニュアルに従い適切に保存及び管理し、必要に応じて取締
役、監査役、会計監査人がいつでも閲覧できる体制を整える。

４．損失の危険の管理に関する規程その他の体制
①当社の業務推進に伴う損失の危険（以下、リスクという）の管理については、リスクマ
ネジメント部門その他の担当部門及び各委員会（コンプライアンス委員会、情報セキュ
リティ委員会、品質マネジメントシステム推進委員会、内部統制委員会）にて、規則・
ガイドラインの制定、研修の実施等を行う。
②新たに生じたリスクへの対応が必要な場合は、速やかに対応責任者を定める。リスクが
現実化し、重大な損害が予測される場合には、関係諸規程や行動基準により迅速に対応
を行い、損害の拡大を防止し、これを最小限にとどめる体制を整える。
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５．企業集団における業務の適正を確保するための体制
①グループ会社の経営については、その自主性を尊重しつつ、関係会社管理規程に従い事
業内容の定期的な報告を受け、重要案件についての事前協議を行う。
②グループ会社の規程、重要な会議の議事録及び稟議書は、必要に応じて当社取締役、監
査役がいつでも閲覧できるものとする。
③「コンプライアンス基本方針」及び「行動規範」は、グループ会社共通として適用し、
周知浸透を図る。
④グループ会社へ当社より取締役及び監査役を派遣することにより、効率的業務の遂行及
び業務の適正適法を監視できる体制を構築する。
⑤グループ会社間の取引は、法令･会計原則・税法その他の社会規範に照らし適切性を確
保する。

６．監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関
する指示の実効性の確保及び当該使用人の取締役からの独立性に関する事項
①監査役の職務を補助すべき組織として監査室が担当する。監査役の補助業務について
は、取締役の指揮命令を受けないものとし、独立性及び監査役の指示の実効性を確保す
る。
②監査室の人事権に係わる事項の決定については、事前に常勤監査役の同意を得る。
７．当社監査役への報告体制及び監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体
制
①取締役は常勤監査役に、経営会議等重要な会議への出席を要請する。
②監査役はいつでも、取締役及び使用人並びにグループ会社の取締役及び使用人に対して
業務執行に関する事項の報告を求めることができ、その場合には、取締役及び使用人並
びにグループ会社の取締役及び使用人は速やかに報告する。
③取締役及び使用人並びにグループ会社の取締役及び使用人は、法令違反や会社に著しい
損害を与えるおそれのある事象を発見したときは、直ちに監査役に報告する。
④当社及びグループ会社の内部通報制度規程の適切な運用により、法令違反、コンプライ
アンス上の問題について報告された事項は、速やかに監査役へ報告する体制を確保す
る。
⑤代表取締役と監査役は、相互の意思疎通を図るため定期的に会合を行う。
⑥監査役と監査室は、意見及び情報交換を行うため定期的に会合を行う。
⑦監査役は、会計監査人と監査に関する意見及び情報交換を行うため定期的に会合を行
う。
⑧監査役に報告をした者に対して、報告をしたことを理由として、いかなる不利な取扱い
をしない。また、当社及びグループ会社の内部通報制度においても、内部通報をしたこ
とを理由として、いかなる不利な取扱いをしないことを規定し適切に運用する。
⑨監査役の職務の執行について生ずる必要な費用の請求は、所定の手続きに従い、これに
応じる。
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（２）業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
１．コンプライアンスに対する取組みの状況

ＮＣＳ＆Ａグループ全体でのコンプライアンス体制を整えるため、「ＮＣＳ＆Ａグル
ープコンプライアンス管理規程」「内部通報規程」を制定し運用しております。コンプ
ライアンスの統括的な実施責任を負う「実施統括責任者」として、コンプライアンス担
当取締役を任命し、コンプライアンスに関するすべての情報を掌握する体制としており
ます。
「ＮＣＳ＆Ａグループコンプライアンス基本方針」及び「行動規範」は、グループ会
社共通として適用し、周知浸透を図っております。
コンプライアンスに関する教育は、グループの全社員対象とするプログラムと職制に
応じたプログラムを設けるとともに、コンプライアンス関連通達を随時配布する等によ
りコンプライアンスの啓発を推進しております。

２．職務執行の適正性及び効率的に行われることに対する取組みの状況
取締役会は、社外取締役２名を含む８名で構成され、社外監査役２名を含む監査役３
名も出席しております。当事業年度には12回開催し、取締役会の審議資料は事前配布
して出席者が十分な準備を行えるよう配慮しております。また、各議案についての審
議、業務執行の状況等の監督を行い、活発な意見交換を行っております。

３．監査役の監査が実効的に行われることに対する取組みの状況
監査役は、代表取締役社長及び会計監査人と定期的に情報・意見を交換する場を設け
ることにより、監査の実効性を高めております。
監査役は、社外取締役とのミーティングの場を設け、当社の課題等について情報共有

し、客観的な立場で意見交換を行っております。
常勤監査役は、「取締役会」「経営会議」のほか、「コンプライアンス委員会」「情報セ

キュリティ委員会」「内部統制委員会」等の協議の場に出席し、内部統制システムの整
備・運用状況を確認しております。
常勤監査役は、内部監査部門である監査室と月例定例会を開催し意見交換を行ってお
ります。

４．損失の危険の管理に対する取組みの状況
災害リスク、情報漏えいリスクを中心に、管理規程や職務分掌を整備しております。

リスクマネジメント部門その他の担当部門及び「コンプライアンス委員会」「情報セキ
ュリティ委員会」「品質マネジメントシステム推進委員会」「内部統制委員会」におい
て、計画、状況確認、再整備などの審議を行い、必要に応じて経営会議に報告されてい
ます。

５．当社グループにおける業務の適正性に対する取組みの状況
グループ会社の経営管理については、四半期毎に当社経営会議でグループ会社社長に
よる事業状況の報告を行うとともに、「関係会社管理規程」に基づき、重要な事項につ
いては当社取締役会または当社代表取締役社長へ随時報告する体制としております。
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（３）剰余金の配当等の決定に関する方針
当社は、収益力の向上、財務体質の強化を図ることで安定的な配当を継続することが重要
と考えております。剰余金の配当につきましては、連結配当性向35％以上を目標に収益状
況に対応した配当を行うことを基本として、キャッシュ・フローの状況、内部留保などを勘
案して決定いたします。
自己株式の取得につきましても、株主の皆様に対する有効な利益還元のひとつと考えてお
り、株価の動向や財務状況等を考慮しながら適切に対応してまいります。
上記の方針に基づき、当期の年間配当金は１株につき12円とさせていただきます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
（注）本事業報告中、金額・株式数・比率等は表示単位未満を切り捨てて表示しております。
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連 結 貸 借 対 照 表
(2019年３月31日現在)

(単位：千円)
資 産 の 部 負 債 の 部
科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産 13,999,128 流 動 負 債 4,189,216
現 金 及 び 預 金 7,760,271 支 払 手 形 及 び 買 掛 金 777,017
受 取 手 形 及 び 売 掛 金 5,217,935 1 年 内 返 済 予 定 の 長 期 借 入 金 30,361
商 品 459,528 リ ー ス 債 務 72,328
仕 掛 品 335,253 未 払 金 1,204,013
そ の 他 226,408 未 払 法 人 税 等 345,266
貸 倒 引 当 金 △268 賞 与 引 当 金 847,481
固 定 資 産 2,551,749 役 員 賞 与 引 当 金 67,172
( 有 形 固 定 資 産 ) (343,542) 受 注 損 失 引 当 金 3,342
リ ー ス 資 産 156,152 そ の 他 842,233
そ の 他 187,389 固 定 負 債 3,777,975
( 無 形 固 定 資 産 ) (454,036) 長 期 借 入 金 30,008
ソ フ ト ウ エ ア 446,910 リ ー ス 債 務 104,062
そ の 他 7,125 退 職 給 付 に 係 る 負 債 3,611,247
( 投 資 そ の 他 の 資 産 ) (1,754,171) 長 期 未 払 金 21,970
投 資 有 価 証 券 917,131 繰 延 税 金 負 債 10,687
繰 延 税 金 資 産 113,097 負 債 合 計 7,967,192
差 入 保 証 金 247,103 純 資 産 の 部
そ の 他 547,129 科 目 金 額
貸 倒 引 当 金 △70,291 株 主 資 本 9,010,549

( 資 本 金 ) (3,775,100)
( 資 本 剰 余 金 ) (4,738,134)
( 利 益 剰 余 金 ) (935,538)
( 自 己 株 式 ) (△438,223)
その他の包括利益累計額 △426,863
(その他有価証券評価差額金) (190,363)
(為 替 換 算 調 整 勘 定) (6,032)
(退職給付に係る調整累計額) (△623,259)
純 資 産 合 計 8,583,686

資 産 合 計 16,550,878 負債及び純資産合計 16,550,878
（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連 結 損 益 計 算 書
（2018

2019
年
年
４
３
月
月
１
31
日から
日まで）

(単位：千円)
科 目 金 額

売 上 高 20,457,182
売 上 原 価 15,689,118
売 上 総 利 益 4,768,064
販売費及び一般管理費 4,079,810
営 業 利 益 688,253
営 業 外 収 益
受 取 利 息 及 び 配 当 金 20,768
保 険 配 当 金 76,879
そ の 他 営 業 外 収 益 12,674 110,322

営 業 外 費 用
支 払 利 息 1,423
投 資 有 価 証 券 売 却 損 1,301
為 替 差 損 3,284
そ の 他 営 業 外 費 用 757 6,766

経 常 利 益 791,810
税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 791,810
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 286,608
法 人 税 等 調 整 額 △68,094 218,514
当 期 純 利 益 573,295
親会社株主に帰属する当期純利益 573,295

（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結株主資本等変動計算書
（2018

2019
年
年
４
３
月
月
１
31
日から
日まで）

(単位：千円)
株 主 資 本

資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株主資本合計
2018 年 ４ 月 １ 日 残 高 3,775,100 5,799,651 △554,267 △444,957 8,575,527
連結会計年度中の変動額
欠 損 填 補 △916,509 916,509 －
剰 余 金 の 配 当 △147,229 △147,229
親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 当 期 純 利 益 573,295 573,295

自 己 株 式 の 取 得 △95 △95
自 己 株 式 の 処 分 2,221 6,829 9,051
株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

連結会計年度中の変動額合計 － △1,061,516 1,489,805 6,733 435,022
2019 年 ３ 月 31 日 残 高 3,775,100 4,738,134 935,538 △438,223 9,010,549

(単位：千円)
その他の包括利益累計額

純資産合計そ の 他
有 価 証 券
評価差額金

為 替 換 算
調 整 勘 定

退 職 給 付
に 係 る
調整累計額

そ の 他 の
包 括 利 益
累計額合計

2018 年 ４ 月 １ 日 残 高 183,430 13,838 △204,424 △7,156 8,568,371
連結会計年度中の変動額
欠 損 填 補 －
剰 余 金 の 配 当 △147,229
親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 当 期 純 利 益 573,295

自 己 株 式 の 取 得 △95
自 己 株 式 の 処 分 9,051
株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額) 6,932 △7,805 △418,834 △419,707 △419,707

連結会計年度中の変動額合計 6,932 △7,805 △418,834 △419,707 15,315
2019 年 ３ 月 31 日 残 高 190,363 6,032 △623,259 △426,863 8,583,686

（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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貸 借 対 照 表
(2019年３月31日現在)

(単位：千円)
資 産 の 部 負 債 の 部
科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産 12,527,024 流 動 負 債 3,688,041
現 金 及 び 預 金 6,800,769 支 払 手 形 226,607
受 取 手 形 214,580 買 掛 金 443,017
売 掛 金 4,559,263 リ ー ス 債 務 69,295
商 品 422,975 未 払 金 1,212,652
仕 掛 品 334,763 未 払 法 人 税 等 280,488
前 払 費 用 149,012 預 り 金 87,641
未 収 入 金 15,809 賞 与 引 当 金 772,481
そ の 他 29,869 役 員 賞 与 引 当 金 54,500
貸 倒 引 当 金 △20 受 注 損 失 引 当 金 3,342
固 定 資 産 2,801,562 そ の 他 538,013
( 有 形 固 定 資 産 ) (263,880) 固 定 負 債 2,910,356
建 物 86,160 リ ー ス 債 務 103,809
工 具、 器 具 及 び 備 品 24,609 退 職 給 付 引 当 金 2,753,273
リ ー ス 資 産 153,109 長 期 未 払 金 21,970
( 無 形 固 定 資 産 ) (445,974) 長 期 預 り 金 20,615
ソ フ ト ウ エ ア 438,849 繰 延 税 金 負 債 10,687
そ の 他 7,125 負 債 合 計 6,598,397
( 投 資 そ の 他 の 資 産 ) (2,091,707) 純 資 産 の 部
投 資 有 価 証 券 914,131 科 目 金 額
関 係 会 社 株 式 454,677 株 主 資 本 8,539,825
関 係 会 社 出 資 金 99,792 ( 資 本 金 ) (3,775,100)
関 係 会 社 長 期 貸 付 金 50,000 ( 資 本 剰 余 金 ) (4,738,134)
長 期 前 払 費 用 146,191 資 本 準 備 金 2,232,620
差 入 保 証 金 197,089 そ の 他 資 本 剰 余 金 2,505,514
保 険 積 立 金 255,256 ( 利 益 剰 余 金 ) (464,814)
そ の 他 60,858 そ の 他 利 益 剰 余 金 464,814
貸 倒 引 当 金 △86,290 繰 越 利 益 剰 余 金 464,814

( 自 己 株 式 ) (△438,223)
評 価 ・ 換 算 差 額 等 190,363
(その他有価証券評価差額金) (190,363)
純 資 産 合 計 8,730,188

資 産 合 計 15,328,586 負 債 及 び 純 資 産 合 計 15,328,586
（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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損 益 計 算 書
（2018

2019
年
年
４
３
月
月
１
31
日から
日まで）

(単位：千円)
科 目 金 額

売 上 高 17,682,752
売 上 原 価 13,479,661
売 上 総 利 益 4,203,090
販売費及び一般管理費 3,709,105
営 業 利 益 493,984
営 業 外 収 益
受 取 利 息 及 び 配 当 金 36,972
貸 倒 引 当 金 戻 入 額 20,000
保 険 配 当 金 64,713
そ の 他 営 業 外 収 益 8,558 130,244

営 業 外 費 用
支 払 利 息 701
投 資 有 価 証 券 売 却 損 1,301
為 替 差 損 3,368
そ の 他 営 業 外 費 用 100 5,470

経 常 利 益 618,757
税 引 前 当 期 純 利 益 618,757
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 203,415
法 人 税 等 調 整 額 △49,471 153,943
当 期 純 利 益 464,814

（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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株主資本等変動計算書
（2018

2019
年
年
４
３
月
月
１
31
日から
日まで）

(単位：千円)
株 主 資 本

資 本 金
資 本 剰 余 金

資 本 準 備 金 そ の 他
資 本 剰 余 金

資 本 剰 余 金
合 計

2018 年 ４ 月 １ 日 残 高 3,775,100 2,232,620 3,567,031 5,799,651
事 業 年 度 中 の 変 動 額
欠 損 填 補 △916,509 △916,509
剰 余 金 の 配 当 △147,229 △147,229
当 期 純 利 益
自 己 株 式 の 取 得
自 己 株 式 の 処 分 2,221 2,221
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
事業年度中の変動額 (純額)
事業年度中の変動額合計 － － △1,061,516 △1,061,516
2019 年 ３ 月 31 日 残 高 3,775,100 2,232,620 2,505,514 4,738,134

(単位：千円)
株 主 資 本

利 益 剰 余 金

自 己 株 式 株 主 資 本
合 計

そ の 他
利 益 剰 余 金 利 益 剰 余 金

合 計繰越利益剰余金
2018 年 ４ 月 １ 日 残 高 △916,509 △916,509 △444,957 8,213,284
事 業 年 度 中 の 変 動 額
欠 損 填 補 916,509 916,509 －
剰 余 金 の 配 当 △147,229
当 期 純 利 益 464,814 464,814 464,814
自 己 株 式 の 取 得 △95 △95
自 己 株 式 の 処 分 6,829 9,051
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
事業年度中の変動額 (純額)
事業年度中の変動額合計 1,381,323 1,381,323 6,733 326,540
2019 年 ３ 月 31 日 残 高 464,814 464,814 △438,223 8,539,825
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(単位：千円)
評 価 ・ 換 算 差 額 等

純 資 産 合 計その他有価証券
評 価 差 額 金

評 価 ・ 換 算
差 額 等 合 計

2018 年 ４ 月 １ 日 残 高 183,430 183,430 8,396,715
事 業 年 度 中 の 変 動 額
欠 損 填 補 －
剰 余 金 の 配 当 △147,229
当 期 純 利 益 464,814
自 己 株 式 の 取 得 △95
自 己 株 式 の 処 分 9,051
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
事業年度中の変動額 (純額) 6,932 6,932 6,932

事業年度中の変動額合計 6,932 6,932 333,473
2019 年 ３ 月 31 日 残 高 190,363 190,363 8,730,188

（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書 謄本

独立監査人の監査報告書
2019年５月10日

ＮＣＳ＆Ａ株式会社
取 締 役 会 御中

有限責任監査法人 ト ー マ ツ
指定有限責任
社 員
業務執行社員

公認会計士 吉 村 祥二郎 ㊞

指定有限責任
社 員
業務執行社員

公認会計士 樋 野 智 也 ㊞

当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、ＮＣＳ＆Ａ株式会社の2018年４月１日から
2019年３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結
株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
連結計算書類に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を
作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作
成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対する意見
を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して
監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的
な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監
査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に
基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではない
が、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、連結計算
書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及び
その適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検討す
ることが含まれる。
当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
監査意見
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準
拠して、ＮＣＳ＆Ａ株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損
益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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会計監査人の監査報告書 謄本

独立監査人の監査報告書
2019年５月10日

ＮＣＳ＆Ａ株式会社
取 締 役 会 御中

有限責任監査法人 ト ー マ ツ
指定有限責任
社 員
業務執行社員

公認会計士 吉 村 祥二郎 ㊞

指定有限責任
社 員
業務執行社員

公認会計士 樋 野 智 也 ㊞

当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、ＮＣＳ＆Ａ株式会社の2018年４月１日か
ら2019年３月31日までの第53期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等
変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。
計算書類等に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及びそ
の附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計
算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用
することが含まれる。
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属明細
書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の
基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示
がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施すること
を求めている。
監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が
実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重
要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意
見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手
続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。ま
た、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も
含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
監査意見
当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業
会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要
な点において適正に表示しているものと認める。
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査役会の監査報告書 謄本
監 査 報 告 書

当監査役会は、2018年４月１日から2019年３月31日までの第53期事業年度の取締役の職務の執行に関
して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いた
します。

1． 監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
（1）監査役会は、監査計画（監査の方針、職務の分担等）を定め、各監査役から監査の実施状況及び結
果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、
必要に応じて説明を求めました。

（2）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、取
締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、また社外取締役との意見交換会を実施するな
ど連携を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施しまし
た。
① 取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を
受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及
び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎
通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。
② 事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体
制その他株式会社及び子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会社
法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議
に基づき整備されている体制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等からその構築及び
運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。
③ 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するととも
に、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。ま
た、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第
131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）
等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益
計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照
表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。
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2． 監査の結果
（1）事業報告等の監査結果
① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認め
ます。
② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は認められま
せん。
③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制シス
テムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められま
せん。

（2）計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（3）連結計算書類の監査結果
会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2019年５月14日
ＮＣＳ＆Ａ株式会社 監査役会

常勤監査役 山 下 政 司 ㊞
社外監査役 大 西 寛 文 ㊞
社外監査役 吉 川 興 治 ㊞

以 上
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株主総会会場ご案内図
会場 大阪市中央区城見一丁目３番７号

松下IMPビル16階 当社本社会議室

交通 ＪＲ大阪環状線 「京橋」駅より徒歩７分
ＪＲ東西線 「大阪城北詰」駅より徒歩７分
京阪本線 「京橋」駅より徒歩７分
大阪メトロ長堀鶴見緑地線 「大阪ビジネスパーク」駅すぐ

※当日は駐車場のご用意ができませんので、お車でのご来場はご遠慮願います。
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